
心理学特殊実験演習Ⅱ 　科目ナンバリング　SEM-302
　　必修　　2単位

早川　友恵・敷島　千鶴・池田　政俊・
高田　孝二・木原　久美子・近藤　清美・
元永　拓郎・望月　　要・草山　太一・
實吉　綾子・岡本　潤子・堀田　結孝・
大塚　秀実・張田　真美・森脇　愛子・
稲垣　綾子・稲田　尚子・新谷　和代・
飯島　雄大・尹　　成秀

1. 授業の概要（ねらい）
　人間行動の基礎的成立条件、その発達、あるいは社会行動などを研究する基礎的方法論を学習するため、小グループ
に分かれて実験、調査、観察などを行う。またテーマによっては、学外実習を行うこともある。２年次での心理学基礎実験実
習および心理学検査・測定実習が、目的、方法、結果の整理の仕方等についてあらかじめ与えられていたのとは異なり、本
演習では教員が用意するテーマに基づいて学生自らが研究手法の選択、計画の立案、データの収集及び分析を行う。ど
のような問題に対してどのような研究手法が有効なのかを体得して欲しい。
　すでに担当教員がテーマを提示しているので、それぞれのテーマに沿って、小グループに分かれて実習をおこなってい
く。授業計画は担当教員により異なるが、大まかには以下のステップとなる。（但し学外実習などは、担当教員の指示に従
うこと。）
　　１．研究計画立案のために必要な基本文献の講読
　　２．研究計画の立案
　　３．実験、調査、観察などの研究の実施
　　４．データの分析
　　５．レポートの作成
　この授業は受身のものではなく、あくまでも各自が他のメンバーと協力して主体的にすすめていくことになる。
　今年度の種目は以下の通りである。
　＜基礎心理コース＞
　　・動物心理学研究
　　・人間行動の実験的研究
　　・認知・思考に関する実験的研究
　　・感情・情動とその処理過程の測定に関する研究
　　・視覚認知機能に関する実験心理学的研究
　　・ヒトの視覚知覚特性に関する行動計測および視線・脳波計測
　　・嗜癖的行動に関する研究
　＜発達心理コース＞
　　・精神分析学的人間理解の研究
　　・遊び場面の観察に基づく研究
　　・発達心理学と臨床発達心理学（発達支援）に関する研究
　　・親への面接調査を通して質的研究の基礎を学ぶ（グラウンデッド・セオリー・アプローチ）
　　・知能をいかに測定するか（研究と演習）
　　・大学生の対人関係の特徴と心理的健康に関わる研究
　　・発達障害の理解と支援に関する研究
　　・多文化共生社会における対人関係に関する研究
　＜社会心理コース＞
　　・面接法を用いた質的研究
　　・青少年の反社会的・非社会的行動、及び、子どもをめぐる家庭の問題に関する研究
　　・調査からみた社会の動向
　　・人間の利他性と集団に関する研究
　　・心の支援サービスにおける臨床心理学的プロセスに関する研究
　　・個と関係性にかんする理解と研究

2. 授業の到達目標
　自ら立てた実験計画又は調査計画に基づいて収集したデータを分析し、考察し、文章化するという一連の流れを体験
的に理解することで、データ収集の方法やデータ分析技能はもとより、科学的思考力、問題解決能力、文章表現力、コミュ
ニケーション能力など総合基礎力を習得する。

3. 成績評価の方法および基準
　グループでの研究への積極的な参加、研究の創意工夫など、研究への貢献を評価する。また年度末に研究成果をまとめ
てレポートとして提出することを求め、これを評価する。

4. 教科書・参考文献
教科書
　文献などは、担当教員が選択したテーマ毎に随時指定する。

5. 準備学修の内容
　授業時間は、主に研究計画や進捗状況、研究成果の検討に当てられる。研究の準備、実施、データ分析などの作業は、
授業時間外に、学生諸君が自主的に行うことが求められる。

6. その他履修上の注意事項
　実際の実験、調査、観察、実習段階に入ると時間割上の授業時間だけで行えるものではなく、それ以外の時間にも各グ
ループ毎に時間を作って実習を行っていく必要があるので留意して欲しい。また、学内外での実験協力者あるいは調査協
力者をつのることもあるが、その際には倫理的問題や社会的責任を忘れないで欲しい。学外実習では、実習マニュアルを
遵守し、良識ある態度で臨むこと。
　なお、この授業は心理学特殊実験演習 I と II を同一年度内に履修することによってのみ２単位が与えられるので注意
すること。



7. 授業内容
【第１回】 　ガイダンス
【第２回】 　種目による
【第３回】 　種目による
【第４回】 　種目による
【第５回】 　種目による
【第６回】 　種目による
【第７回】 　種目による
【第８回】 　種目による
【第９回】 　種目による
【第10回】 　種目による
【第11回】 　種目による
【第12回】 　種目による
【第13回】 　種目による
【第14回】 　種目による
【第15回】 　種目による


